




 

SIDSにおける胃食道逆流現象(以下GERと略す)の関与について研究して行く予定でありま

すが、今回は GER の検索、評価法として長年われわれが研究して来た 24時間食道 pH モニ

タリング法を紹介し、今後の研究計画について述べさせていただきます。 

 胃液が酸性である限り胃内容の食道への逆流は、下部食道で pH を連続測定することで全

てを把握でき、24 時間のモニタリングは日内変動をも含めた GER の全容をとらえると言う

意味で価値があり、現在もっとも秀れた検査法と言えます。同法はすでに 160 回の施行経

験から、新生児をも含めた児への安全性はもとより、その有用性を検討してあります。ら

れわれは 24時間の記録から、独自の評価法として逆流時間率(pH4 以下の時間率)、5分以

上の逆流数から pH score を作り、GER の診断、GER の手間適応の決定に役立てています。 


